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令和５年度霧島市地域包括ケア・ライフサポートワーカー活動実績アンケート調査結果 

 

   霧島市地域包括ケア・ライフサポートワーカーの皆さんに対して、昨年度の相談内容や関係機関 

への連絡状況、連絡票の活用、班活動の状況のほか、まちかど介護相談所・まちかど丸ごと相談所 

の更なる活用のために必要だと思うことについて、アンケート調査を行いました。 

 

調査地域 霧島市全域 

調査対象 霧島市地域包括ケア・ライフサポートワーカー 

調査期間 令和５年１０月１６日～２７日 

調査方法 ＬＩＮＥで通知・回答 

回答者数 配布数７４名うち回答数５８名（回答率７８％） 

 

 

 

設問１ (1) 事業所がある日常生活圏域は、どちらになりますか 

 

 

 

(2) あなたは何期生ですか  あなたは何班に属していますか 
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国分南, 6国分北, 6
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隼 人 北 ,
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福山, 6

牧園, 2 霧島, 3

１期生, 
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５期生, 
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６期生, 
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７期生, 
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「ケア」質の向上, 
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「サポート」

つながる, 19

「ライフ」地域

まるごと, 28

資料３ 
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設問２ (1) 昨年度、地域の方から、介護等の相談を受けましたか 

     

 

 

(2) （1）で、「はい」と答えた方にお聞きします。相談件数を教えてください。（相談の程度や、

センターへの報告の有無を問いません。） 

 

 

 

 

(3) 相談はどのような内容でしたか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

いいえ, 

32

はい, 26
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（ア 家族の介護について, （イ 自分や家族の健康につ…

（ア 家族の介護について, （イ 自分や家族の健康につ…

障害者支援施設生活介護利用者

身寄りがないことの不安、同居者からの虐待

地域の方のゴミ出しが不定期に出されてしまうため、…

（イ 自分や家族の健康について

（ア 家族の介護について, イ 自分や家族の健康について

（ア 家族の介護について（ア 家族の介護について 

（ア 家族の介護について, イ 自分や家族の健康について 

（イ 自分や家族の健康について 

（ア 家族の介護について, （イ 自分や家族の健康について, リハビリをして今後の方向

性を考えていきたい？ 

（ア 家族の介護について, （イ 自分や家族の健康について, 生活上の困り事について 

障害者支援施設生活介護利用者 

身寄りがないことの不安、同居者からの虐待 

地域の方のゴミ出しが不定期に出されてしまうため、認知症ではないかとの相談。 
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(4) 受けた相談内容から、適切な相談機関につなぎましたか 

 

 

 

(5) いいえと答えた方、その理由は何ですか 

 

 
 

 

 

(6) (1)で「はい」と答えた方にお尋ねします。相談票の活用を行い、センターに連絡しましたか 

       

 

 

 

 

いいえ, 7

はい, 19
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（エ 必要性を感じなかった, 同法人グループに相談引…

LSWの存在を地域の方が知らない

管理者が携わっている

事業所はうけているとおもうが、それを自分が把握で…

地域の方に認知してもらえていなかった。

法人、事業所内で解決出来たから

（ア 自分の業務が忙しい

（エ 必要性を感じなかった

相談が無かった

いいえ, 23

はい, 3

（エ 必要性を感じなかった 

相談が無かった 

（ア 自分の業務が忙しい 

（エ 必要性を感じなかった, 同法人グループに相談引き継ぎ 

LSW の存在を地域の方が知らない 

管理者が携わっている 

事業所はうけているとおもうが、それを自分が把握できていない、情

報共有なされていない。 

地域の方に認知してもらえていなかった。 

法人、事業所内で解決出来たから 
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(7) (6)で「いいえ」と答えた方、その理由は何ですか 

 

 

 

(8) 連絡票が活用されるには、どんな工夫が必要とお考えですか 

 

 

 

 

設問３ (1) ワーカーの班活動についてお聞きします。昨年度の班活動に参加できましたか 
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6

7

10

その時は連絡票の事が頭になかった

居宅に繋いだため

仕事と重なる事が多かった。

施設業務の一環なので

事業所で解決したため。

相談の対象の方は、地域包括へ問い合わせた所、担…

電話ですました

電話での依頼報告をしているから

電話で連絡をした。

同法人であったため内線で連絡したため

相談が無かった

（ア 連絡票の使い方が分からない

（イ 連絡票自体を知らなかった

1

1

1

1

2

3

5

10

21

（ア 記載する内容を簡素化する, （イ 必要性の共有…

（ア 記載する内容を簡素化する, （イ 必要性の共有…

（ア 記載する内容を簡素化する, （ウ 報告方法を簡…

内容を見てから考えます。

（イ 必要性の共有をはかる, （ウ 報告方法を簡易な…

（ア 記載する内容を簡素化する, （イ 必要性の共有…

（ウ 報告方法を簡易な方法にする（現在はFAX）

（ア 記載する内容を簡素化する

（イ 必要性の共有をはかる

（ア 参加できた, 10

（イ 概ね参加できた, 

11

（ウ ほとんど参加できな

かった, 22

（エ 全く参加できな

かった, 14

（イ 連絡票自体を知らなかった 

（ア 連絡票の使い方が分からない 

相談が無かった 

その時は連絡票の事が頭になかった 

居宅に繋いだため 

仕事と重なる事が多かった。 

施設業務の一環なので 

事業所で解決したため。 
相談の対象の方は、地域包括へ問い合わせた所、担当のケアマネがあったため、

そちらへ連絡した。 

電話ですました 

電話での依頼報告をしているから 

電話で連絡をした。 

同法人であったため内線で連絡したため 

（イ 必要性の共有をはかる 

（ア 記載する内容を簡素化する 

（ウ 報告方法を簡易な方法にする（現在は FAX） 

（ア 記載する内容を簡素化する, （イ 必要性の共有をはかる, （ウ 報告方法を簡
易な方法にする（現在は FAX） 

（イ 必要性の共有をはかる, （ウ 報告方法を簡易な方法にする（現在は FAX） 

（ア 記載する内容を簡素化する, （イ 必要性の共有をはかる 

（ア 記載する内容を簡素化する, （イ 必要性の共有をはかる, SNS の活用 
（ア 記載する内容を簡素化する, （ウ 報告方法を簡易な方法にする（現在は

FAX） 

内容を見てから考えます。 
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(2) 参加できなかった理由は何ですか 

 

 

 

設問４ 

(1) まちかど介護相談所、または、まちかど丸ごと相談所がもっと活用されるためのアイディ

アをお聞かせください。（例 県外にお住いのご家族のために高齢者の安否確認を行うサービ

スを実施する） 

                                       ※複数回答あり 

広報・周知 

市のホームページ、広報誌などでの広報活動、周知、情報提供（定期的に） １３ 

市、包括からの紹介 ２ 

相談所のホームページ作成、パンフレット作成 ２ 

ＬＳＷの顔を覚えてもらうような活動の実施。写真付き広報など ３ 

イベントなど 

市役所ホールでの展示活動 １ 

スタンプラリー １ 

相談会の実施 ２ 

地域サロンへ出向く、自治会などへの紹介・案内。 ５ 

体制的なもの 

相談支援専門員からの情報提供 １ 

人材確保（業界全体の人材不足がある） １ 

法人のケア・ライフサポートワーカーへの理解 ２ 

班活動ではなく、圏域で活動する。 １ 

窓口一本化 １ 

新たなサービス 

複数事業所での独居の方の安否確認（営業目的と取られない） １ 

生活困窮対応（例えば相談所でフードドライブ） １ 

耳が遠い方の安否確認、仏壇などの水替え、資源ごみ分別など ２ 

買い物や通院支援などのインフォーマルサービス １ 
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6

20

シフト決定後の、連絡が、多いので参加が難しかったです。

業務の都合とコロナ禍

事業所を空けられない(人手不足)

自分の時間と合いませんでした。

コロナ禍のため

（ア 自分の業務が忙しい（ア 自分の業務が忙しい 
（イ 職場の理解が得られない 

コロナ禍のため 
シフト決定後の、連絡が、多いので参加が難しかったです。 

活動自体が少なかった 
業務の都合とコロナ禍 

賛助会員で、同じ施設に活動している人がいる 
事業所を空けられない(人手不足) 

自身の班の活動内容を把握していないので、活動意欲が湧かない 
自分の時間と合いませんでした。 

職員不足で業務内の参加と調整が難しい。休みで参加するのは難しいという方もいた。 


